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1ト はじめに

 香川県綾歌郡飯山町下法軍寺原川には、最後に

「シカシカ踊 り」という異様な動作をする踊 りを

伴う盆踊 りが行われている。いったい、「盆踊 り」

と言われるものは、日本の各地で行われているが、

本田安次氏が 『芸能辞典』の 「盆踊」の項で、「い

わゆる盆踊の他、地方によっては様々の嵐流踊で

あることもある」というように、ひと口に 「盆踊

り」といっても、一種類だけではない。長崎県の

対馬の厳原町では、本田氏がいう 〈いわゆる盆踊

り>と は、身体動作の構成 が異なる多 くの踊 りの

曲が盆踊 りとして踊られている。そこで、本稿で

は、飯山町下法軍寺原川の盆踊 り・シカシカ踊 り

と、長崎県下県郡厳原町久根浜の盆踊 りを対象と

して、<い わゆる盆踊 り>をA型 の盆踊 りとし、

久根浜の 『師匠踊 り』をのぞ く盆踊 りの踊 りの曲

をB型 の盆踊 りとして、それぞれの盆踊 りの身体

動作の構成 の相違を明らかにしてみたい。

2. 飯山町下法軍寺原川の盆踊 り・シカシカ踊 り

 飯山町下法軍寺原川の十王堂の境内(下 法第-. 

公民館)で 、毎年八月十四日から十六日の夜、盆

踊 りとして、『一合まいた』『炭坑節』『岡田踊 り』

『島おどり』の踊 りの曲を踊 り、最後に 『シカシ

カ踊 り』を踊る。

 このうち、『シカシカ踊 り』以外は、後 に述べ
るような身体動作の特徴をもつA型 の盆踊 りの曲

である。

 A型 の盆踊 りは、大分県東国東郡姫島村の盆踊

りの足の動作の分析で明らかになった泊 ように、

 (i)一 曲の踊 りは、一種類の一連の動作の繰

 り返 しで構成 されている。

 (ii)そ の一連の足の動作のフレーズのなかに、

 同じ足を二度ずつ続けて動かす<ボ ンア

 シ(盆 足)>と いわれる動作が含 まれる

 ものがほとんどである。

 『シカシカ踊 り』は、A型 の盆踊 りの曲を踊 り
ついで、現在は午後十時ころだが、昔は夜がふけ

て子供たちが帰宅 した十二時ころに、踊 り始めら

れる。太鼓のリズムに合わせて、三 ・四人が一組

になって、とび出すように踊 りの 場に出てきて、

手で足や体を打ったりしながら、跳ねた りし、二・

三分で交替 しながら、四 ・五十分踊 り続ける。最

初はゆるやかなリズムで踊るが、次第に速 くなり、

踊 り手 と難子方のどちらかがついていけなくなる

まで踊 り狂ったというが、身体動作のうえでは、

<い わゆる盆踊 り>のA型 の盆踊 りとは異なって

お り、 一 組 の な か の 一一人 だ け が踊 りな が ら転 回 し

た りす る な ど、動 作 に即 興 が 許 され て い る 。

3-厳 原 町 久根 浜 の盆 踊 り

 久 根 浜 の 盆 踊 りは、(1)ッエ(清 め)、(2)太鼓 踊

り、(3)ッエ(口 上)、(4)師匠 踊 り、(5)祝言 、(6)手

踊 り、(7)綾踊 りな どか らな る 。 この うち 、(1)と(3)

の ツエ は 男 二 人 に よる杖 を使 っ た狂 言風 の もの で

あ り、(2)の太 鼓 踊 りと と も に、〈い わ ゆ る盆 踊 り>

には な い 曲 目で あ る 。(5)の扇 踊 りの 『祝 言 』 と、

(7)の綾 棒 を両 手 に持 っ て の 『綾 踊 り』 は 、〈い わ

ゆ る 盆 踊 り〉 とは 異 な る 動作 で構 成 され て い る も

の で 、B型 の 盆 踊 りと し よ う。 そ の動 作 の構 成 上

の 特 徴 と して は 次 の よ うな もの が あ げ られ る。

 (i)一 曲 を構 成 す る動 作 の フ レー ズ が 多 い。

 (ii)見 物 人 か ら よ く見 られ る よ うな 隊形 、 た

 とえ ば 二 列 に な っ て踊 る こ とが 多 い。

 久根 浜 の 盆 踊 りの な か の(4)の『 師 匠踊 り』 は 、

厳 原 町 で 現 在 盆 踊 りを行 っ て い る 、 阿連 、 内 院 、

内 山 、 曲 で は 見 られ な い種 類 の動 作 で構成 さ れ て

い る もの で 、 注 目すべ き もの で あ る。 す な わ ち 、

この踊 りは 、 「師 匠 」 と言 わ れ る者 が 、 「エ ヅ リ」

とい わ れ る 七 夕 飾 りの よ うな竹 を持 っ て立 つ ま わ

りを 、踊 り手 た ち が取 りか こ ん で立 ち 、 師 匠が 歌

を うた うの に 合 わせ て 、右 回 りに動 く。 こ の よ う

な動 作 の特 徴 は 、 この踊 りが 、A型 の盆 踊 りに属

す もの で は な い か と考 え させ られ 、注 目 させ られ

る 。

4-二 種 の盆 踊 りの そ の ほ かの 相 違

 A型 の盆 踊 りは 、夜 間 に長 時 間踊 り続 け る所 が

多 く、今 は午 後 十 時 こ ろ終 了 す る所 が ほ と ん ど だ

が 、現 在 も夜 明 け ま で踊 り続 け る所 もあ る。

 こ れ に対 して 、B型 の盆 踊 りは、 踊 る時 間が 長

くな く、久 根 浜 もそ う だが 、 日中 に も踊 る。 ま た、

B型 の盆 踊 りは踊 り手 の数 が 限定 され てい て 、 完

全 に見 物 人 に見 せ る踊 り とな っ てい る。

5-む す び

 飯 山 町 の 『シ カ シ カ踊 り』 はA型 の 盆 踊 りか ら

か け離 れ た踊 りで あ り、久 根 浜 の 『師 匠 踊 り』 は

ほ か のB型 の盆 踊 りの 曲 の なか に あ ってA型 の 盆

踊 り と考 え ら れ る 曲で あ る。 この よ う に、A型 と

B型 の 盆 踊 りの 曲が 混 在 す る所 もあ るが 、 全 国 的

に は 〈い わ ゆ る盆 踊 り〉で あ るA型 の 盆 踊 りが 圧

倒 的 に多 い 。 しか し、B型 の 盆 踊 りも 「盆 踊 り」

と称 して 行 われ て い るの だ か ら、 まず 、A型 とB

型 の 盆 踊 りに二 大 別 して 、 盆 踊 りの 身 体 動 作 の 形

と意 味 を検 討 す る こ とが 必 要 で あ ろ う。 紙 数 が 限

られ て い るの で 詳 述 で き ない が 、 久根 浜 の場 合 に

はA型 の 『師 匠 踊 り』 が 盆 に踊 られ て い た と ころ

に、B型 の 踊 りが 後 か ら流 入 した の で は な い の か

検 討 す る こ と も必 要 で あ ろ う。

〈注1>吉 川 周平 、1979年 、 「民 俗 舞 踊 の 芸 態」

 (『講 座 日本 の 民 俗 』8)、 有 精 堂 、190-197頁 。
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